
2025年度 数理・データサイエンス・AI教育に関するアンケート結果 

 

1年時に情報リテラシー、統計学を履修した学生を対象に、アンケート調査をした結果を報告する。 

 

Q1 現代社会で数理・データサイエンス・AIがどのように活用されているか理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 現代社会で数理・データサイエンス・AIが私達の生活にどのようにかかわってくるか理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. よく理解できた
43%

2. だいたい理解できた
57%

3. あまり理解できなかった
0%

4. 全く理解できなかった
0%

1. よく理解できた

42%

2. だいたい理解できた

58%

3. あまり理解できなかった

0%

4. 全く理解できなかった

0%



Q3 情報収集の方法を知ることができましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4 情報収集の真偽を吟味することの必要性とその方法を理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. よくわかった

47%

2. だいたいわかった

53%

3. あまりわからなかった

0%

4. まったくわからなかった

0%

1. よく理解できた
63%2. だいたい理解できた

37%

3. あまり理解できなかった
0%

4. 全く理解できなかった
0%



Q5 情報の数値化、数値化した情報の処理・活用方法などの情報を活用する基礎的能力が身につきましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 数理・データサイエンス・AI 能力を活用し、現実的な課題を具体的に解決するための基礎的能力が身につ

きましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 健康科学大学大学運営会議 数理・データサイエンス・Ai教育推進分科会 

アンケート実施対象 情報リテラシーおよび統計学を履修した学生 

1. 十分身についた
63%

2. だいたい身についた
37%

3. あまり身についていない
0%

4. 身についていない
0%

1. 十分身についた
40%

2. だいたい身についた
60%

3. あまり身についていない
0%

4. 身についていない
0%


